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第 1 章 調査の概要 
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1 調査の目的 

この調査では、子育て世代の皆さまに協力いただき、幸田町に対する評価をいただくとともに、これからのまちづくりに対

する考えをお聞きし、第 7 次幸田町総合計画策定の基礎資料とするために実施しました。 

2 調査方法 

（１） 調査対象 

乳幼児健診（1 歳６か月児、3 歳児）を受診した子育て世帯 162 人 

 

（２） 抽出方法 

健診会場への来場者に配布 

 

（３） 調査方法 

WEB による調査票の配布・回収 

 

（４） 調査期間 

令和 6 年 10 月 22 日（火）～令和 7 年 1 月９日（火） 

 

（５） 回収状況 

 Ｗｅｂによる回収 

回収結果 

配布数 162 

回収数 31 

有効回答数（率） 31（19.1%） 

 

（６） 調査項目 

・ 回答者の属性について（3 問） 

・ 幸田町での定住意向、よいところ・悪いところ、将来なって欲しい町のイメージについて（５問） 

・ 人口減少対策について（3 問） 

 

3 報告書の見方 

・ 結果は百分率で表示してあります。小数第２位を四捨五入したため、比率の合計が 100％にならない場合が 

あります。 

・ 複数回答の合計は 100％を超えます。 
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第 2 章 回答者の属性 

（問 1～問 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



4 

 

１ 性別（問１） 

回答者の性別は、全て「女性」となっています。 

 

表 1 回答者の性別 

 

 

図 1 回答者の性別 

 

 

 

 

 

  

件数 ％

男 0             0.0%

女 31           100.0%

その他 0             0.0%

無回答 0             0.0%

合計 31 100.0%

100.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 女 その他

n=31
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２ 年齢（問２） 

回答者の年齢は、「30～39 歳」が最も高く、58.1％と、回答者の半数以上となっています。 

 

表 2 回答者の年齢 

 

 

図 2 回答者の年齢 

 

 

 

 

  

件数 ％

18～29歳 7             22.6%

30～39歳 18           58.1%

40～49歳 6             19.4%

50～59歳 0             0.0%

無回答 0             0.0%

合計 31 100.0%

22.6 58.1 19.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

n=31
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３ 小学校区（問３） 

回答者の小学校区は、「幸田」が 45.2％と最も高く、次いで、「中央」22.6％、「豊坂」12.9％となっています。 

 

表 3 回答者の小学校区 

 

 

図 3 回答者の小学校区 

 

 

 

 

  

件数 ％

坂崎 2             6.5%

幸田 14           45.2%

中央 7             22.6%

荻谷 3             9.7%

深溝 1             3.2%

豊坂 4             12.9%

その他 0             0.0%

無回答 0             0.0%

合計 31 100.0%

6.5 45.2 22.6 9.7 

3.2 

12.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

坂崎 幸田 中央 荻谷 深溝 豊坂 その他

n=31
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第 3 章 幸田町での定住意向、よいところ・  

悪いところ、将来なって欲しい町のイメージについて 

（問４～問８） 
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１ 幸田町に住み続けたいか（問４） 

幸田町への定住の意向について尋ねたところ、「住み続けたい」が 58.1％と最も高く、「どちらかというと住み続けたい」

の 41.9％と合わせると、全ての人が幸田町での定住を希望しています。 

 

表 4 幸田町に住み続けたいか 

 

 

図 4 幸田町に住み続けたいか 

 

 

  

件数 ％

住み続けたい 18           58.1%

どちらかというと住み続けたい 13           41.9%

どちらかというと町外に転出したい 0             0.0%

町外に転出したい 0             0.0%

無回答 0             0.0%

合計 31 100.0%

58.1 41.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み続けたい どちらかというと住み続けたい どちらかというと町外に転出したい 町外に転出したい

n=31
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２ 幸田町のよいところは（問５） 

幸田町のよいところを尋ねたところ、「緑や川などの自然環境が豊か」と「買い物が便利」が最も高く、それぞれ 48.4％

となっています。次いで、「治安がよい」が 35.5％となっています。 

 

表 5 幸田町のよいところは（複数回答） 

 

 

図 5 幸田町のよいところは（複数回答） 

 

  

回答者数：31人

件数 ％

緑や川などの自然環境が豊か 15           48.4%

買い物が便利 15           48.4%

治安がよい 11           35.5%

公園や緑地が多い 9             29.0%

子育てがしやすい 8             25.8%

地域での人間関係がよい 6             19.4%

教育環境がよい 3             9.7%

災害に強い 2             6.5%

医療・福祉サービスが充実している 2             6.5%

就業の機会が豊富である 1             3.2%

文化に親しむ機会に恵まれている 0             0.0%

スポーツの機会に恵まれている 0             0.0%

交通の便がよい 0             0.0%

その他 0             0.0%

無回答 0             0.0%

合計 72

48.4 

48.4 

35.5 

29.0 

25.8 

19.4 

9.7 

6.5 

6.5 

3.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%

緑や川などの自然環境が豊か

買い物が便利

治安がよい

公園や緑地が多い

子育てがしやすい

地域での人間関係がよい

教育環境がよい

災害に強い

医療・福祉サービスが充実している

就業の機会が豊富である

文化に親しむ機会に恵まれている

スポーツの機会に恵まれている

交通の便がよい

その他

n=31
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３ 幸田町の悪いところは（問６） 

幸田町の悪いところを尋ねたところ、「医療・福祉サービスが不足している」「交通の便が悪い」が最も高く、それぞれ

41.9％となっています。この上位 2 項目は、他項目と比べると、突出して高くなっています。 

 

表 6 幸田町の悪いところは（複数回答） 

 

 

図 6 幸田町の悪いところは（複数回答） 

 

  

回答者数：31人

件数 ％

医療・福祉サービスが不足している 13           41.9%

交通の便が悪い 13           41.9%

公園や緑地が少ない 7             22.6%

子育てがしにくい 7             22.6%

災害に弱い 4             12.9%

就業の機会が少ない 3             9.7%

買い物が不便 2             6.5%

スポーツの機会が少ない 2             6.5%

文化に親しむ機会が少ない 1             3.2%

緑や川などの自然環境が乏しい 0             0.0%

教育環境が悪い 0             0.0%

地域での人間関係が悪い 0             0.0%

治安が悪い 0             0.0%

その他 2             6.5%

無回答 0             0.0%

合計 54

41.9 

41.9 

22.6 

22.6 

12.9 

9.7 

6.5 

6.5 

3.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.5 

0% 20% 40% 60%

医療・福祉サービスが不足している

交通の便が悪い

公園や緑地が少ない

子育てがしにくい

災害に弱い

就業の機会が少ない

買い物が不便

スポーツの機会が少ない

文化に親しむ機会が少ない

緑や川などの自然環境が乏しい

教育環境が悪い

地域での人間関係が悪い

治安が悪い

その他

n=31
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４ 将来なって欲しい町のイメージ（問７） 

 将来なって欲しい町のイメージを尋ねたところ、「教育に積極的で子育てしやすいまち」が 83.9%と最も高く、次いで、

「医療や福祉が充実し健康に暮らせるまち」が 51.6%となっています。 

 

表 7 将来なって欲しい町のイメージは（複数回答） 

 

 

図 7 将来なって欲しい町のイメージは（複数回答） 

 

  

回答者数：31人

件数 ％

教育に積極的で子育てしやすいまち 26           83.9%

医療や福祉が充実し健康に暮らせるまち 16           51.6%

自然と都市機能が調和している環境と共生したまち 13           41.9%

高齢になっても生きがいを持って安心して暮らせるまち 8             25.8%

防犯、防災体制が整った安全なまち 7             22.6%

活気のあるにぎやかなまち 5             16.1%

交通や都市基盤が発達した便利なまち 4             12.9%

若者にとって魅力的な個性的でおしゃれなまち 3             9.7%

市外から多くの人が訪れる観光などが魅力的なまち 2             6.5%

スポーツ振興や歴史遺産があふれる文化の香り高いまち 1             3.2%

ボランティア活動や地域のコミュニケーションが活発なまち 0             0.0%

高品質のものづくりなど産業が盛んなまち 0             0.0%

世界に向けて情報発信する国際的なまち 0             0.0%

近隣市町のリーダーとしての役割を担うまち 0             0.0%

その他 0             0.0%

無回答 0             0.0%

合計 85

83.9 

51.6 

41.9 

25.8 

22.6 

16.1 

12.9 

9.7 

6.5 

3.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育に積極的で子育てしやすいまち

医療や福祉が充実し健康に暮らせるまち

自然と都市機能が調和している環境と共生したまち

高齢になっても生きがいを持って安心して暮らせるまち

防犯、防災体制が整った安全なまち

活気のあるにぎやかなまち

交通や都市基盤が発達した便利なまち

若者にとって魅力的な個性的でおしゃれなまち

市外から多くの人が訪れる観光などが魅力的なまち

スポーツ振興や歴史遺産があふれる文化の香り高いまち

ボランティア活動や地域のコミュニケーションが活発なまち

高品質のものづくりなど産業が盛んなまち

世界に向けて情報発信する国際的なまち

近隣市町のリーダーとしての役割を担うまち

その他

n=31
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５ 町の将来像について（問８） 

 町の将来像を一言（キャッチフレーズやキーワード）で答えてもらうよう尋ねたところ、以下のような回答がありました。 

 

  

子育てしやすい、若い世代に人気

子供を安心して産める町

緑の中で子育てしやすい町

幼児期の子育て・教育こそ、人材を育てる要！子どもも大人も学んでより良く生きる町　幸田町

大人も子どもも暮らしやすい町、こうた

豊かさ

いつでも帰ってきたい懐かしい町

平和　安心　安全　災害に強い

田舎と思われがちだけど実は最強

未来のある町

イキイキ

みんな生き生きキラキラ幸田

幸あれ
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第 4 章 人口減少対策についての調査結果 

（問９～問１１） 
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１ 町が取り組むべき人口減少対策について（問９） 

 日本の人口減少に対して、幸田町はどのように取り組むべきだと思うか尋ねたところ、「現在程度の人口を維持するよう

に努力すべき」が 41.9％と最も高くなっています。 

 

表 8 町が取り組むべき人口減少対策 

 

 

図 8 町が取り組むべき人口減少対策 

 

 

 

 

 

  

件数 ％

人口が増加するよう努力すべき 8             25.8%

現在程度の人口を維持するように努力すべき 13           41.9%

人口減少の幅が少しでも小さくなるよう努力すべき 5             16.1%

人口減少を受け入れ、それに対応した持続可能なまちとなるよう努力すべき 2             6.5%

わからない 3             9.7%

その他 0             0.0%

無回答 0             0.0%

合計 31 100.0%

25.8 41.9 16.1 6.5 9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人口が増加するよう努力すべき

現在程度の人口を維持するように努力すべき

人口減少の幅が少しでも小さくなるよう努力すべき

人口減少を受け入れ、それに対応した持続可能なまちとなるよう努力すべき

わからない

その他

n=31
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２ 人口減少や少子高齢化の影響について（問１０） 

 お住まいの地域で、人口減少や少子高齢化の影響が出ている（と感じる）ことはあるか尋ねたところ、「高齢者のみ

世帯の増加」が 48.4%と最も高く、次いで、「子どもの減少」が 45.2%となっていますが、この上位 2 項目では差はほ

とんど見られません。 

 

表 9 人口減少や少子高齢化の影響について（複数回答） 

 

 

図 9 人口減少や少子高齢化の影響について（複数回答） 

 

 

 

  

回答者数：31人

件数 ％

高齢者のみ世帯の増加 15           48.4%

子どもの減少 14           45.2%

商店の閉鎖 8             25.8%

自治会などの担い手不足 7             22.6%

空き家の増加 7             22.6%

地域の繋がりの希薄化 4             12.9%

伝統的行事・祭事の維持が困難 3             9.7%

特に発生していない・感じない 7             22.6%

その他 0             0.0%

無回答 0             0.0%

合計 65

48.4 

45.2 

25.8 

22.6 

22.6 

12.9 

9.7 

22.6 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高齢者のみ世帯の増加

子どもの減少

商店の閉鎖

自治会などの担い手不足

空き家の増加

地域の繋がりの希薄化

伝統的行事・祭事の維持が困難

特に発生していない・感じない

その他

n=31
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３ 人口減少対策としてどのような施策が有効か（問１１） 

 人口減少対策として、どのような施策が有効か、17 項目の中から、上位 1～3 位の施策を選択してもらい、次に示す

点数をつけ、有効な施策の順位を算出しました。また、算出に当たっては、以下の式を使用しています。 

 

【順位に対する得点】 

 

 

【順位の算出の仕方】 

 

 

 結果は、表 10 の通りです。1 位は「子育て環境の充実」、2 位は「結婚・妊娠・出産・産後への支援」、3 位は「雇

用の確保や就労支援」となっています。 

 

表 10 人口減少対策としてどのような施策が有効か（無回答を除く） 

 

  

順位 得点

1位 3

2位 2

3位 1

施策優先度 ＝（「1位の該当項目を選んだ人数」×3点）+（「2位の該当項目を選んだ人数」×2点）+（「3位の該当項目を選んだ人数」×1点）

ポイント 順位

子育て環境の充実 68 1          

結婚・妊娠・出産・産後への支援 40 2          

雇用の確保や就労支援 12 3          

交通ネットワークの充実 11 4          

医療環境の整備 10 5          

防災・防犯・交通安全の強化 9 6           

質の高い教育の提供 8 7           

魅力あるイベントや観光資源の活用 4 8           

他市町村等との広域的な連携・交流 4 8           

産業の活性化 2 10         

地域ｺﾐｭﾆﾃｨの醸成 2 10         

移住・定住の促進 1 12         

多様な人材が活躍する地域の推進 1 12         

生涯学習・スポーツの充実 1 12         

自然環境の保全 0 15         

歴史・文化の保存・継承 0 15         

その他 0 15         

施策
優先度
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資料 調査票 
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日ごろから、町政に御理解と御協力をいただきありがとうございます。 

幸田町では、「第 7 次幸田町総合計画」の策定を進めております。 

この調査では、子育て世代の皆さまに御協力いただき、幸田町に対する評価をいただくと

ともに、これからのまちづくりに対するお考えをお聞きし、第 7 次幸田町総合計画策定の基

礎資料とするために実施するものです。 

お忙しいところ大変恐縮ですが、調査の趣旨を御理解いただき、御回答くださいますよう

お願い申し上げます。 

令和６年○○月  幸田町長 成瀬  敦 

 

御記入にあたってのお願い 
 

【調査の取り扱い】 

◯回答の内容は、すべて統計的に処理し、他の目的に利用することはありません。 

安心して率直な御意見をお聞かせください。 

◯調査集計結果は、広報こうた、町ホームページなどで公表します。 

 

【回答方法】 

◯回答期限までに、 

右の二次元コードまたは 

ＵＲＬ（https://●●）から 

Ｗｅｂページにアクセスし、御回答ください。 

 

 

【回答期限】 

令和６年○○月○○日（〇） 
 
【問合せ】 

幸田町 企画部 企画政策課 政策グループ 

電話：（０５６４）６３‐５１３２ ＦＡＸ：（０５６４）６３‐５１３９  

Ｅメール:kikakujoho@town.kota.lg.jp 

 

 

 

幸田町子育て世代への意向調査 

～ あなたの声をお聞かせください ～ 
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